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条例・討論

　
　
６
月
の
定
例
議
会
で
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
条
例
の
一
部
改
正
と
、
そ
れ

に
伴
う
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
国
保
会
計
）
補
正
予
算
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
議
会
は
、
反
対
・
賛
成
の
立
場
で
意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　議員氏名

件　　名　　　　　　　　　

議
　
決
　
結
　
果

採　　　決　　　結　　　果

鹿
　
野
　
芳
　
幸

佐
　
藤
　
久
　
義

佐
々
木
　
嘉
　
郎

佐
　
藤
　
　
　
勇

三
　
塚
　
　
　
東

髙
　
橋
　
義
　
雄

小
　
野
　
久
　
一

菊
　
地
　
広
　
志

高
　
橋
　
勝
　
男

相
　
馬
　
勝
　
義

阿
　
部
　
貞
　
光

髙
　
橋
　
　
　
将

佐
　
藤
　
　
　
悟

佐
　
藤
　
文
　
男

佐
　
藤
　
千
　
昭

石
　
川
　
正
　
運

五
十
嵐
　
　
　
勇

菅
　
原
　
麻
　
紀

三
　
浦
　
善
　
浩

尾
　
形
　
勝
　
通

菅
　
原
　
勇
　
喜

濁
　
沼
　
一
　
孝

高
　
橋
　
　
　
渉

国民健康保険税条例 可決 賛 賛 賛 賛 賛 欠 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 －

国民健康保険特別会計 可決 賛 賛 賛 賛 賛 欠 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 賛 －

「賛成」・「反対」の一覧表

※「賛」⇒賛成した議員、「反」⇒反対した議員、「欠」⇒欠席、「－」⇒議長のため表決に加わらない

　

一
世
帯
当
た
り
７
・
27
％
引

き
上
げ
、
15
万
６
７
６
９
円
と

な
り
、
加
入
者
平
均
所
得
の

12
・
８
％
の
負
担
と
な
る
。
前

年
度
15
・
42
％
引
き
上
げ
て
お

り
、
加
入
者
に
と
っ
て
は
大
変

な
負
担
増
と
な
る
。
財
政
調
整

基
金
繰
入
を
は
じ
め
財
源
活
用

を
行
い
税
率
引
き
上
げ
は
行
わ

な
い
よ
う
求
め
る
。

　

３
年
計
画
、
２
年
目
の
改
正

と
な
る
。
現
行
税
率
で
は
財
政

調
整
基
金
が
不
足
す
る
た
め
、

大
幅
な
税
率
引
き
上
げ
を
防
ぎ

つ
つ
、
市
民
負
担
を
最
小
限
に

抑
え
る
段
階
的
な
改
正
で
あ
る
。

繰
り
返
し
の
法
定
外
繰
り
入
れ

は
県
内
全
市
町
村
に
影
響
を
及

ぼ
す
。
国
民
健
康
保
険
制
度
の

持
続
を
図
る
た
め
賛
成
す
る
。

　

議
案
に
対
す
る
質
疑
が
菅
原

勇
喜
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し

た
。問　

今
回
の
引
き
上
げ
は
、

さ
ら
な
る
増
税
で
あ
り
加
入
者

に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
増
に

な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

国
民
皆
保
険
の
基
礎
で

あ
り
、
加
入
者
の
相
互
扶
助
と

し
て
給
付
の
平
等
と
負
担
の
公

平
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

収
入
の
少
な
い
被
保
険
者
世
帯

は
軽
減
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。

問　

滞
納
者
は
令
和
５
年
度

増
税
前
と
比
べ
て
ど
う
か
。

答　

前
年
度
に
比
べ
て
滞
納

者
は
38
人
の
増
。
額
は
99
万
８

０
７
５
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

反対
賛成

意見が分かれ可決

　

令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
ま

で
の
３
年
間
で
税
率
を
引
き
上

げ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
令
和

５
年
度
に
は
改
正
前
税
率
と
標

準
保
険
料
の
差
の
２
分
の
１
ま

で
の
税
率
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
保
険
料
と
の

差
の
４
分
の
３
ま
で
の
引
き
上

げ
、
令
和
７
年
度
に
標
準
保
険

料
と
な
る
よ
う
に
改
正
す
る
も

の
で
す
。

国
保
税
の
条
例
改
正
と
補
正
予
算

�

賛
成
多
数
で
可
決

国保税

菅
原
　
勇
喜 

議
員

髙
橋
　
　
将 

議
員

反
対

賛
成 条

例
を
改
正

条例の改正

国
保
税
に
関
す
る
質
疑

住民に身近な診療所

討 論
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補正予算・請負契約

「
栗※

原
市
相
撲
場
」

�

設
計
費
132
万
円

11億3800万円
増額

　

低
所
得
者
に
は
税
の
軽
減
措

置
が
あ
る
と
は
い
え
軽
減
世
帯

は
加
入
者
の
63
％
を
占
め
て
い

る
。
そ
も
そ
も
国
は
財
源
の
国

庫
負
担
を
元
に
戻
し
、
全
国
知

事
会
で
求
め
て
い
る
様
に
、
国

保
財
政
に
１
兆
円
の
財
政
補
填

を
す
れ
ば
増
税
を
行
わ
な
く
て

も
済
む
。
国
政
と
の
か
か
わ
り

で
本
予
算
に
反
対
す
る
。

　

若
い
時
期
、
所
得
が
多
い
間

は
社
会
保
険
、
一
線
を
退
い
て

所
得
が
減
少
し
、
医
療
費
が
か

か
る
高
齢
者
に
な
っ
て
か
ら
の

国
保
加
入
が
重
い
税
負
担
と

な
っ
て
い
る
が
、
国
保
の
お
か

れ
て
い
る
現
状
は
厳
し
く
市
や

県
に
制
度
改
革
を
進
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
感
じ
る
。
財
政

確
保
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

補正予算

　

住
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯

給
付
金
や
定
額
減
税
に
か
か
る

調
整
給
付
金
が
主
な
も
の
。

�
７
億
９
７
０
０
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
事
業
が
主
な

も
の
。　

１
億
４
１
０
０
万
円

　

農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
交

付
金
ほ
か
、
あ
や
め
の
里
の
エ

ア
コ
ン
更
新
工
事
費
が
主
な
も

の
。�

６
１
０
０
万
円

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
管
理
用
道
路

な
ど
を
復
旧
す
る
た
め
の
工
事

費
用
。　
　
　
　

３
２
０
万
円

　

東
分
署
お
よ
び
南
出
張
所
の

空
調
設
備
な
ど
の
改
修
工
事
を

す
る
た
め
の
実
施
設
計
業
務
費

用
。　

�　
　
　
　

７
２
０
万
円

　

栗
原
市
相
撲
場
改
修
事
業
の

ほ
か
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

活
動
体
制
整
備
事
業
が
主
な
も

の
。

�

３
１
０
０
万
円

　

指
定
管
理
施
設
人
件
費
・
光

熱
費
高
騰
支
援
金
ほ
か
、
一
迫

長
崎
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
化
工
事
設
計
業
務

や
大
岡
公
民
館
の
改
修
設
計
業

務
が
主
な
も
の
。

�

９
８
０
０
万
円

　

次
の
４
件
（
変
更
契
約
を
含
む
）
の
工
事
に
つ
い
て
議
会
は

原
案
の
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

工
事
名　
（
仮
称
）
栗
原
東
大
橋
橋
梁
上
部
工
工
事

入　

札　

一
般
競
争
入
札

金　

額　

７
億
８
８
５
９
万
円

相　

手　

高
田
機
工
株
式
会
社　

仙
台
営
業
所

工
事
名　

市
道
大
林
線
地
盤
改
良
工
事

入　

札　

一
般
競
争
入
札

金　

額　

２
億
４
４
７
２
万
円

相　

手　

大
目
建
設
株
式
会
社

工
事
名　

旧
高
清
水
中
学
校
解
体
工
事

入　

札　

一
般
競
争
入
札

金　

額　

１
億
９
０
３
０
万
円

相　

手　

株
式
会
社
野
口
重
機

工
事
名　

市
道
大
林
線
地
盤
改
良
工
事
（
そ
の
２
）

入　

札　

一
般
競
争
入
札

変
更
前　

２
億
１
７
５
８
万
円

変
更
後　

２
億
４
５
９
９
万
円

相　

手　

上
田
建
設
株
式
会
社

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
国
保

条
例
と
同
様
に
反
対
・
賛
成
の

立
場
で
意
見
（
討
論
）
が
分
か

れ
ま
し
た
が
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

佐
藤
　
文
男 

議
員

菅
原
　
麻
紀 

議
員

反
対

賛
成

※栗原市相撲場　栗駒地区、みちのく伝創館の敷地内にある相撲場を
　　　　　　　　「栗原市相撲場」に条例で決めました。なにこれ

一般会計

国保会計

補
正
予
算

討
論

現在工事中の（仮称）栗原東大橋 

市相撲場での「わんぱく相撲大会」

総
務
費

民
生
費

商
工
費

消
防
費

教
育
費

衛
生
費

農
林
水
産
費
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災
害
時
に
お
け
る
避
難
計
画

と
そ
の
実
行
性
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

能
登
半
島
地
震
に
際
し
て
の

支
援
は
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
の

経
験
が
生
か
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
今
後
も
災
害
の
記
憶
を
風

化
さ
せ
ず
、
災
害
の
体
験
や
教

訓
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
政
情
報
や
防
災

情
報
を
発
信
す
る
た
め
、
テ
レ

ビ
の
デ
ー
タ
放
送
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
テ
レ
ビ
回
覧
板
の
運

用
を
開
始
し
、
市
民
が
防
災
情

　

若
柳
・
志
波
姫
公
民
館
の
現

状
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

若
柳
公
民
館
は
令
和
３
年
12

月
に
、
志
波
姫
公
民
館
は
令
和

５
年
12
月
に
開
館
し
、
利
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

両
公
民
館
と
も
、
赤
ち
ゃ
ん

連
れ
の
方
で
も
安
心
し
て
利
用

出
来
る
よ
う
防
犯
対
策
も
視
野

に
入
れ
、
授
乳
室
を
事
務
室
の

そ
ば
に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

図
書
室
は
市
立
図
書
館
と
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
が
っ
て
お

り
、
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
々
の
利

便
性
に
配
慮
し
た
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
地
域
住

民
に
と
っ
て
身
近
な
公
民
館
と

し
て
、
生
涯
学
習
の
振
興
と
地

域
交
流
の
輪
が
広
が
る
よ
う
、

利
用
者
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、

さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
利
用
い

た
だ
け
る
公
民
館
に
な
る
よ
う

努
め
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

栗
原
中
央
病
院
に
お
け
る
マ

イ
ナ
保
険
証
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

栗
原
中
央
病
院
で
は
、
令
和

３
年
10
月
20
日
よ
り
マ
イ
ナ
保

険
証
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
導
入
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
国
で
は
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
を
促
し
て
い
く
よ
う

で
す
が
、
本
市
に
お
い
て
も
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
安
心
し
て
利

用
出
来
る
こ
と
や
、
利
用
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
市
民
に
ど
の
よ
う
に
周
知
し

て
い
く
の
か
を
検
討
さ
れ
、
利

用
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

報
を
受
け
取
れ
る
手
段
の
拡
充

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

冷
房
設
備
の
未
整
備
集
約
避

難
所
に
は
、
今
後
計
画
的
に
設

備
の
整
備
を
進
め
る
べ
き
で
あ

り
、
個
別
避
難
計
画
は
、
す
べ

て
の
要
支
援
者
が
安
全
に
避
難

で
き
る
よ
う
地
域
全
体
で
連
携

と
支
援
体
制
を
強
化
す
べ
き
で

す
。

　

自
主
財
源
の
動
向
と
確
保
策

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
に

お
け
る
自
主
財
源
は
歳
入
総
額

に
対
し
、
29
・
９
％
を
占
め
て

お
り
、
安
定
し
た
財
政
運
営
に

は
市
税
、
諸
収
入
、
財
産
収
入
、

寄
附
金
な
ど
の
確
保
が
重
要
で

あ
り
、
確
保
策
と
し
て
、
企
業

誘
致
や
移
住
定
住
な
ど
の
施
策

に
よ
る
税
収
確
保
や
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
魅
力
あ
る
返
礼
品
の

掘
り
起
こ
し
に
努
め
て
ほ
し
い

と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

地
域
産
業
や
経
済
の
発
展
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
市
と
返
礼
品
協
力
事
業

者
の
協
力
体
制
の
強
化
を
図
る

べ
き
で
す
。

災害の体験・教訓
　　　次世代へ繋ぐ

５月14日
総務常任委員会

所管事務調査

新たな生涯学習の
　　　　　拠点を調査

文教民生常任委員会
４月25日

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

避難所で使用する段ボールベッド

マイナ保険証で資格確認

魅
力
あ
る
返
礼
品
の

掘
り
起
こ
し
を

マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
率
向
上
に
努
め
よ

委員会

レポート
委員会

レポート


